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第３章 第２次計画の評価 

 

 第２次計画で掲げた目標値について、評価方法や基準は以下のとおりとし、評価しました。 

 

１ 評価方法 

 

 評価方法は、目標設定時の値（ﾍﾞｰｽﾗｲﾝ値：）と直近の値（令和２年度の数値※一部例外あり）を比較

し、どの程度改善したのか（改善率）を判断する手法により評価しました。 

 

※改善率 

計算式 ＝   
（現状値－ﾍﾞｰｽﾗｲﾝ値） 

 × 100 【単位：％】 
（目標値－ﾍﾞｰｽﾗｲﾝ値） 

 

２ 評価基準 

 

区分 評価（改善率）の基準 

Ａ 目標達成 目標達成、または改善率 90％以上 

Ｂ 改善 ﾍﾞｰｽﾗｲﾝより改善（改善率 50％以上 90％未満） 

Ｃ やや改善 ﾍﾞｰｽﾗｲﾝより改善（改善率 10％以上 50％未満） 

Ｄ 変わらない ﾍﾞｰｽﾗｲﾝより変化がみられない（改善率-10％以上 10％未満） 

Ｅ 悪化 ﾍﾞｰｽﾗｲﾝより悪化（改善率-10％未満） 

－ 未判定 数値が未把握のものや把握困難なものなど、判定ができないもの 

 

３ 評価まとめ 

 

区分 計 

Ａ 目標達成 17 

Ｂ 改善 2 

Ｃ やや改善 1 

Ｄ 変わらない 8 

Ｅ 悪化 16 

－ 未判定 11 

合計 55 

※未判定について 

数値目標を「現状値を把握し、目標値を設定」と定

めたものについて、現状値を把握していても第 2 次

計画期間中に数値目標を定めていないものに関して

は「―（未判定）」としました。 
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４ 評価結果一覧 

 

 目 標 評価指標 担当課 
ﾍﾞｰｽﾗｲﾝ値 

(平成 25～28年度) 
目標値 

現状値 
(令和２年度) 

評価 出典根拠 

１ 

健
康
に
つ
な
が
る
食
生
活
の
確
立 

①子どもや若い

世代の朝食を

欠食する人を

減少させるた

め規則正しい

生活リズムと

望ましい食習

慣を実践でき

る人を増やす 

毎日朝食を食

べている人の

割合 
こども支援課 

平成 25 年度 

園児 94.9％ 

現状値より

上回る 
94.5% Ｄ 

歯と食育

に関する

アンケー

ト（健康づ

くり課） 

学校教育課 

平成 25 年度 

小学生 94.2％ 

現状値より

上回る 
95.1% Ａ 

食生活に

関するア

ンケート

（学校教

育課） 平成 25 年度 

中学生 88.9％ 

現状値より

上回る 
92.7% Ａ 

健康づくり課 

平成 27 年度 

20 歳代男性 

67.8％ 

85% 51.0% Ｅ  

食に関す

るアンケ

ート（健康

づくり課） 

平成 27 年度  

30 歳代男性 

82.2％ 

85% 61.0% Ｅ 

福祉介護課 

平成 27 年度 

高齢者 

(60 歳代～80 歳代) 

96.3％ 

100% 92.7% Ｅ 

自分の食事に

ついて問題を

感じている人

の割合 

健康づくり課 

平成 27 年度 

(20～50 歳代) 

55.8％ 
50％以下 48.9% Ａ 

②栄養バランス

の良い食生活

を身につけて

いる人を増や

す 

主食・主菜・副

菜のそろった

朝食を食べる

子どもの割合  

こども支援課 
平成 25 年度 

園児 27.5％ 

現状値より

上回る 
26.9% Ｄ 

歯と食育

に関する

アンケー

ト（健康づ

くり課） 

学校教育課 

平成 25 年度 

小学生 35.1％ 

現状値より

上回る 
32.8% Ｄ 

食生活に

関するア

ンケート

（学校教

育課） 平成 25 年度 

中学生 34.0％ 

現状値より

上回る 
36.7% Ａ 

主食・主菜・副

菜がそろった

食事を 1 日 2

回以上してい

る成人の割合 

健康づくり課 
平成 26 年度 

57％ 
60%  68.4%  Ａ 

食に関す

るアンケ

ート（健康

づくり課） 

主食・主菜・副

菜がそろった

食事を 1 日 2

回以上してい

る高齢者の割

合  

福祉介護課 
平成 26 年度 

76％ 
80% 81.2% Ａ 

野菜を毎食食

べる成人の割

合 

健康づくり課 
平成 27 年度 

28.4％ 
30% 21.4% Ｅ  
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 目 標 評価指標 担当課 
ﾍﾞｰｽﾗｲﾝ値 

(平成 25～28年度) 
目標値 

現状値 
(令和２年度) 

評価 出典根拠 

１ 

健
康
に
つ
な
が
る
食
生
活
の
確
立 

②栄養バランス

の良い食生活

を身につけて

いる人を増や

す 

減塩に取り組

んでいる人の

割合  健康づくり課 

平成 27 年度 

50.4％ 

(「積極的に」+

「少し」) 

60%  55.5%  Ｂ  

食に関す

るアンケ

ート（健康

づくり課） 

③適切な体重管

理と生活習慣

病予防のため

に食品を選択

する力を身に

つけられるよ

うにする 

  

肥満者の割合 

  こども支援課 
平成 28 年度 

園児 6.46％ 
6％以下 6.53% Ｅ 

新潟県小

児肥満等

発育調査 

学校教育課 

平成 28 年度 

小学生 9.0％ 
9％以下 10.6% Ｅ 

学校保健

統計資料

集 

  

平成 28 年度 

中学生 11.9％ 
9％以下  10.8%  Ｃ  

特定健診受診

者で BMIが 25

以上の人の割

合 

健康づくり課 
平成 27 年度 

24.3％ 
22％以下  27.7% Ｅ  

KDB シ ス

テム 

高齢者(60 歳

～80 歳)のや

せ (BMI18.5

未満)の割合 

福祉介護課 

平成 26 年度 

8.3％ 

8.3％維

持 
6.6% Ａ 

食に関す

るアンケ

ート（健康

づくり課） 

適正な体重を

維持しようと

心がけている

高齢者(60 歳

～80 歳)の割

合 

平成 26 年度 

75.3％ 
80% 75.4% Ｄ 

よく噛んで食

べるよう意識

している人の

割合 

健康づくり課 
平成 26 年度 

成人 23.8％ 
30%  22.1% Ｅ  

生活習慣

に関する

アンケー

ト（健康づ

くり課） 

福祉介護課 

平成 26 年度 

高齢者 

(60 歳代～80 歳代) 

32.5％ 

35% 29.1% Ｅ 

栄養成分表示

を参考にする

人の割合  

健康づくり課 

平成 27 年度 

45.7％ 

(「いつも」＋

「時々参考にす

る」) 

50% 43.6% Ｅ 

食に関す

るアンケ

ート（健康

づくり課） 

適切な間食を

選び、摂取を

している人の

割合 

未把握  

現状把握の

上、目標値

を設定 
46.6%  ―  

食に関す

るアンケ

ート（健康

づくり課） 
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目 標 評価指標 担当課 
ﾍﾞｰｽﾗｲﾝ値 

(平成 25～28年度) 
目標値 

現状値 
(令和２年度) 

評価 出典根拠 

２ 

地
産
地
消
の
推
進
と
食
の
安
全
の
確
保 

①旬の食べ物を

新鮮なうちに

食べることは

栄養価も高い

ことから地産

地消を推進し、

地場産物の消

費拡大を行う 

学校給食での

地場産使用率

（品目数ベー

ス） 

学校教育課 23.0%  20％ 24.7%  Ａ  

地場産物

使用状況

調査（学校

教育課）  

各家庭での地

場産使用状況 

農林水産課 

未把握 
現状把握の

上、目標値

を設定 
― ― ― 

市民の地産地

消に関する認

知度 
未把握 

現状把握の

上、目標値

を設定 
71.4% ― 

食に関す

るアンケ

ート（健康

づくり課） 

地産地消推進

店 認証店舗

数 
未把握  

現状把握の

上、目標値

を設定 
11  ― 

農林水産

課統計 

直売所の利用

状況とニーズ 未把握 
現状把握の

上、目標値

を設定 
49.4% ― 

食に関す

るアンケ

ート（健康

づくり課） 

②食の安全性に

ついて基礎的

な知識を持ち、

自ら判断でき

る人を増やす 

食材を選ぶと

きに安全性や

生産地などを

考慮している

割合 

健康づくり課 

平成 27 年度 

66.7％ 

(「いつも」+

「時々考慮してい

る」 

70% 70.1% Ａ 

３ 

食
文
化
の
伝
承
・
発
展 

①家庭や地域の

伝統料理や郷

土料理の伝承

を図る 

伝承料理等を

食べる人の割

合 
健康づくり課 

平成 27 年度 

20 歳代 69.7％ 
70% 72.1% Ａ 

食に関す

るアンケ

ート（健康

づくり課） 

平成 27 年度 

30 歳代 61.8％ 
70% 68.9% Ｂ 

伝承料理を知

っている、食

べたことがあ

る子どもの割

合 

学校教育課 未把握 
現状把握の

上、目標値

を設定 

小 63.9% 

中 65.8% ― 

地域や家庭で

受け継がれて

きた伝承料理

や作法等を継

承し伝えてい

る人の割合  

健康づくり課 未把握  

現状把握の

上、目標値

を設定 
67.4%  ―  

②正しい食事マ

ナーを身につ

けられるよう

にする 

「いただきま

す」「ごちそう

さま」の習慣

がついている

子どもの割合  

健康づくり課 
平成 27 年度 

3 歳児 95.6％ 
100% 92.2% Ｅ 

3 歳児健

診問診票 

こども支援課 
平成 25 年度 

園児 50.3％ 

現状値より

上回る 
64.6% Ａ 

歯と食育

に関する

アンケー

ト（健康づ

くり課） 

  

学校教育課 

平成 25 年度 

小学生 52.6％ 

現状値より

上回る 
65.0% Ａ 

平成 25 年度 

中学生 55.8％ 

現状値より

上回る 
69.4% Ａ 
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目 標 評価指標 担当課 
ﾍﾞｰｽﾗｲﾝ値 

(平成 25～28年度) 
目標値 

現状値 
(令和２年度) 

評価 出典根拠 

３ 

食
文
化
の
伝
承
・
発
展 

③1日 1回は家族

で食事を取る

人が増える 

夕食を「家族

そろって食べ

る」「大人の家

族の誰かと食

べる」割合 

こども支援課 
平成 25 年度 

園児 97.6％ 

現状値より

上回る 
91.3% Ｄ 

歯と食育

に関する

アンケー

ト（健康づ

くり課） 

  
学校教育課 

平成 25 年度 

小学生 95.4％ 

現状値より

上回る 
94.1% Ｄ 

平成 25 年度 

中学生 87.5％ 

現状値より

上回る 
88.0% Ａ 

1 日に 1 回は

家族で食事を

取る人の割合 
健康づくり課 

平成 27 年度 

成人 86.5％ 
90% 80.0% Ｅ 

食に関す

るアンケ

ート（健康

づくり課） 

４ 

食
を
取
り
巻
く
環
境
問
題
へ
の
取
組 

①食品ロス削減

のために行動

している人を

増やす 

②家庭系生ごみ

のリサイクル

を推進する 

③生ごみを含む

可燃ごみの減

量化を図る 

給食残量 
学校教育課 

平成 27 年度 

69.1 ㎏/日 
60 

㎏/日以下 

47.8 

kg/日 
Ａ 

学校教育

課統計 

食品ロスのた

めに何らかの

行動をしてい

る人の割合 
市民生活課 

未把握 
現状把握の

上、目標値

を設定 
94.7% ― 

食に関す

るアンケ

ート（健康

づくり課） 

市内の家庭か

ら排出される

可燃ごみの量 
平成 27 年 

7,161ｔ/年 

6,592 

ｔ/年 

7,222 

ｔ/年 
Ｄ 

市民生活

課統計 

５ 

人
づ
く
り
、
市
の
活
性
化 

①食育に関心を持

っている人を増

やすために、家

庭・地域・園・学

校・行政が一体と

なり食育の推進

を図る 

食育という言

葉や意味を知

っている人の

割合 

健康づくり課 

平成 27 年度 

41.5％ 
50% 55.9% Ａ 

食に関す

るアンケ

ート（健康

づくり課）  

食育に関心が

ある、どちらか

というと関心

がある人の割

合 

平成 27 年度 

62.6％ 
70% 62.8% Ｄ 

②食育を推進する

人材の充実を図

り、地域における

食育活動の推進、

農業体験や交流

活動を促進する 

食
育
を
推
進
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

食生活改

善推進委

員協議会 

委員数  
健康づくり課 

平成 28 年度 

101 人 
110 人 87 人 Ｅ 

健康づく

り課統計 

胎内 

食育 PR隊 

隊員数 

平成 28 年度 

27 人 
35 人 37 人 Ａ 

食体験受入団

体数 

農林水産課 

平成 28 年度 

10 団体 
12 団体 ２団体 Ｅ 

農林水産

課統計 

農村体験人数 平成 28 年度 

1,300 人 
1,600 人 362 人 Ｅ 

登録農家稼働

率 

平成 28 年度 

26％ 
40% 0.0% Ｅ 

③胎内市の特産で

ある米粉や地場

農産物の利用を

促進し、市の活性

化を図る 

胎内産の特産

品を知ってい

る子どもの割

合 

商工観光課 

農林水産課 
未把握 

現状把握の

上、目標値

を設定 

米粉の 

認知度
小：90.9％

中：96.0％ 

― 

歯と食育

に関する

アンケー

ト（健康づ

くり課） 

市内家庭向け

米粉販売量 
農林水産課 

平成 27 年度 

200kg/年 

1,500 

kg/年 
― ― 

― 

米粉を市の特産

品と認識してい

る人の割合 
商工観光課 未把握 

現状把握の

上、目標値

を設定 
― ― 

― 

 


